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集
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記

　
『
国
文
学
』
一
○
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
猛
威
も
収
ま
り
を
み
せ
、
大
学
は
通
常
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
年
ほ
ど
は
研
究
活
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
各
種
研
究
機
関
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
で

し
た
。
本
号
に
十
六
編
も
の
論
考
と
調
査
報
告
と
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
は
、
日
頃
よ
り
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
結
果
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
私
ど
も
に
と
っ
て
関
西
大
学
国
文
学
会
が
研
究
活
動
の
拠
点

で
あ
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
今
後
と
も
、
種
々
に
御
指

導
、
御
支
援
た
ま
わ
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
件
、
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
名
誉
教

授　

木
下
正
俊
先
生
が
二
○
二
三
年
二
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
木
下
先
生
が
登
壇
く
だ
さ
っ
た
講
義
科
目
や
、
厳
し
い
指
導
で

有
名
だ
っ
た
演
習
科
目
を
、
筆
者
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
ま
た
木
下
先
生
は
在
職
時
に
、
こ
の
『
国
文
学
』
の
編

集
に
も
携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
恩
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

木
下
先
生
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

（
薫
）

関
西
大
学
『
国
文
学
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
関
西
大
学
国
文
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
、
上

記
以
外
の
者
の
投
稿
を
認
め
る
。

三
、
投
稿
論
文
は
、
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
〇

枚
以
内
と
す
る
。

　
　
　

�

縦
書
き
：
一
頁
の
書
式
を
二
十
八
字
×
二
十
行
×
二
段
と

し
十
六
頁
以
内

　
　
　

�

横
書
き
：
一
頁
の
書
式
を
三
十
七
字
×
三
十
二
行
と
し
十
六

頁
以
内

　
　

十
六
頁
を
超
過
し
た
場
合
は
、
別
途
定
め
る
頁
超
過
料
を
支

払
う
も
の
と
す
る
。

四
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
委
員
会
で
決
定
す
る
。

五
、
投
稿
原
稿
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権
は
執
筆
者
が
有
す
る
。
た
だ
し
、

原
稿
の
二
次
利
用
と
し
て
の
電
子
化
利
用
の
権
利
は
、
掲
載
時

点
で
執
筆
者
が
関
西
大
学
国
文
学
会
に
許
諾
し
た
も
の
と
す
る
。

七
、論
文
掲
載
者
は
、別
途
定
め
る
掲
載
料
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。




